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平成30年９月定例会 次世代人材育成・少子高齢化対策特別委員会（事前）

平成30年９月10日（月）

〔委員会の概要〕

原井委員長

ただいまから，次世代人材育成・少子高齢化対策特別委員会を開会いたします。

（10時33分）

直ちに，議事に入ります。

本日の議題は，当委員会に係る付議事件の調査についてであります。

付議事件につきましては，お手元に御配付の議事次第のとおりであります。

まず，理事者において，説明又は報告すべき事項があれば，これを受けたいと思います。

【説明事項】

○提出予定案件について

【報告事項】

医療介護総合確保促進法に基づく平成30年度県計画(介護分）の概要について（資料①）

久山保健福祉部長

９月定例会に提出を予定いたしております，次世代人材育成・少子高齢化対策関係の案

件について，御説明をさせていただきます。今回，御審議いただきます案件は，平成30年

度一般会計補正予算案でございます。私のほうからは一般会計の総括，並びに，保健福祉

部関係について，御説明させていただきますので，よろしくお願い申し上げます。

それでは，お手元に御配付の次世代人材育成・少子高齢化対策特別委員会説明資料の１

ページ目をお開きください。まず，一般会計の歳入歳出予算総括表でございます。関係す

る２部局で予算の補正をお願いいたしております。総括表の一番下の計の欄に記載してお

りますとおり，補正予算額は，７億1,612万6,000円となっており，補正後の予算総額は419

億6,951万2,000円となっております。財源につきましては，財源内訳欄に記載のとおりで

ございます。また，括弧内の数字は，今回補正額の財源の再掲となっております。

続きまして，２ページ目をお開きください。保健福祉部関係の部別主要事項説明でござ

いますが，まず，医療政策課の医務費の摘要欄①のア，地域医療に従事する若手医師等の

キャリア形成支援事業費，680万円は，医師不足地域における医師を確保し，医師の地域

偏在を是正するため，地域医療機関での勤務医を確保するとともに，地域医療に貢献する

若手医師のキャリア形成や勤務負担の軽減を支援するものでございます。

続きまして，３ページ目でございます。健康増進課の公衆衛生総務費の摘要欄①，母子

保健対策費，159万9,000円は，元号改正等に伴いまして，小児慢性特定疾病医療情報管理

システム等を改修する経費でございます。その下，長寿いきがい課の老人福祉費の摘要欄

①のア，市町村指導支援費，642万8,000円は，地域包括ケアシステムの構築を推進するた

め，介護レセプト情報等により課題分析を行い，市町村の取組を支援するとともに，普及

啓発を実施するものでございます。老人福祉施設費の摘要欄①のア，地域医療介護総合確
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保基金積立金，1,074万円は，地域における介護サービス提供体制を総合的に確保するた

め，国からの交付金等を基金に積み立てるものでございます。イの地域介護総合確保施設

整備事業費，５億606万円は，地域包括ケアシステムの構築に向けた体制を充実・強化す

るため，地域の実情に応じた地域密着型サービスの拠点整備を支援するものでございます。

以上，保健福祉部関係では，表の最下段に記載のとおり，補正前の額311億5,872万1,000

円に対しまして，今回補正額５億3,162万7,000円の増額をお願いし，補正後の予算額は，

316億9,034万8,000円となっております。９月定例会の提出予定案件の説明は，以上でご

ざいます。よろしく御審議賜りますようお願いいたします。

続きまして，この際，１点御報告をさせていただきます。医療介護総合確保促進法に基

づく平成30年度県計画（介護分）の概要についてでございます。お手元に配付の資料１を

御覧ください。団塊の世代が75歳以上となる2025年を見据え，医療・介護サービス提供体

制を確保するため，平成26年度から設置されております，地域医療介護総合確保基金でご

ざいますが，平成30年度の介護分につきましては，国全体で334億1,000万円が確保されて

おり，徳島県には約２億4,000万円，うち介護施設等の整備に関する事業として約１億2,000

万円，介護従事者の確保に関する事業として約１億2,000万円が配分されております。こ

の基金で実施する事業につきましては，介護施設事業者等の専門分野の方々を委員とする，

徳島県地域介護総合確保推進協議会に提示し，御協議を頂いたところであり，医療介護総

合確保促進法に基づく平成30年度県計画を策定して国に提出いたします。主な事業でござ

いますが，介護施設等の整備に関する事業といたしましては，地域密着型サービス等整備

助成事業及び施設開設準備経費等支援事業など，また，介護従事者の確保に関する事業と

いたしましては，参入促進事業や資質向上事業などとなっております。

以上，医療介護総合確保促進法に基づく平成30年度県計画（介護分）の概要について，

御報告申し上げましたが，この県計画に記載した事業につきましては，当初予算で議決を

頂いた事業に，県の９月補正予算（案）として御説明させていただいた事業を加えたもの

でございます。なお，医療介護総合確保促進法に基づく平成30年度県計画（医療分）の概

要につきましては，国の内示の後，速やかに御報告をさせていただきます。報告は以上で

あります。よろしくお願いいたします。

板東県民環境部長

それでは，お手元にお配りしております委員会説明資料によりまして，９月定例会に提

出を予定しております県民環境部の案件につきまして，御説明を申し上げます。

説明資料の１ページをお開きください。一般会計歳入歳出予算についてでございます。

補正総額につきましては，補正額の欄に記載のとおり，１億8,449万9,000円の増額をお願

いしており，補正後の予算総額は，その右の欄のとおり，93億4,613万8,000円となります。

財源につきましては，財源内訳欄に記載のとおりでございます。

次に，主要事項につきまして御説明申し上げます。４ページをお開きください。次世代

育成・青少年課関係でございます。目名，児童福祉総務費，摘要欄①のア，とくしま在宅

育児応援クーポン事業では，在宅で子育てされている家庭の心理的負担を軽減するため，

子育て支援サービスに使用できるクーポン券を交付するための経費として，3,000万円を，

同じく摘要欄②のア，阿波っ子はぐくみ保育料助成事業では，多子世帯における保育料の
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経済的負担を軽減するため，現在，実施しております保育所・幼稚園等における第三子以

降の保育料無料化に取り組む市町村への補助を，国が来年10月から実施する幼児教育無償

化を前倒しし，３歳児から５歳児までの第二子へ拡充するための経費として１億5,000万

円を，それぞれ計上しております。また，目名，母子福祉費，摘要欄①のア，母子寡婦福

祉資金電算処理費では，母子父子寡婦福祉資金貸付金に係る管理システムについて，新元

号移行に伴う改修などを行うための経費として，449万9,000円を計上しております。次世

代育成・青少年課の補正後の予算総額は，91億6,149万3,000円となります。

６ページをお開きください。次に債務負担行為についてでございます。県民環境部で所

管しております情報システム関係の新元号移行に伴う改修業務委託につきまして，新元号

の公表が，改元の１か月前である平成31年４月１日と見込まれ，改修業務の期間が年度を

またいでしまいますことから，平成31年度分につきまして，債務負担行為限度額の設定を

お願いするものでございます。

まず，男女参画人権課所管の女性相談管理システムにつきましては，35万円，次世代育

成青少年課所管の児童相談管理システムにつきましては，35万円，児童福祉費負担金シス

テムにつきましては，40万9,000円，以上３件のシステム改修におきまして，それぞれ限

度額を設定するものでございます。

以上が，今議会に提出を予定いたしております案件でございます。御審議のほど，よろ

しくお願い申し上げます。

原井委員長

以上で，説明等は終わりました。

これより質疑に入りますが，事前委員会における質疑につきましては，提出予定案件に

関連する質疑及び緊急を要する案件に限定するとの申合せがなされておりますので，御協

力をよろしくお願いいたします。

それでは質疑をどうぞ。

達田委員

ただいま，御説明を頂きました補正予算案についてお尋ねをいたします。まず３ページ

の老人福祉施設整備事業費でございます。今頂きました参考資料のほうでお尋ねをしたい

と思いますのでよろしくお願いいたします。説明を頂きました中で，地域医療介護総合確

保積立金と地域介護総合施設整備事業費ということで御説明を頂きましたが，施設整備の

ほうについてお尋ねをしたいんですが，施設居住系サービスそれから在宅系サービス，生

活支援介護予防ということで５億円の予算がつけられているんですけれども，それぞれの

施設，どこの市町村になるのかお尋ねをいたします。

小林長寿いきがい課長

ただいま，達田委員から老人福祉施設整備事業費に該当します地域介護総合施設整備事

業費の市町村はどちらなのかということで御質問を頂いております。まず一つ目でござい

ますけども，地域密着型サービス等の整備助成事業でございますけれども，こちらにつき

ましては，徳島市の介護保険施設でこれは地域密着特別養護老人ホーム，こちらのほうの
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新設を出させていたところでございます。

次に介護施設等の施設開設準備経費等支援事業でございますけれども，こちらにつきま

しては，三好市におきまして，既にある介護老人保健施設がございます。これは移転に伴

います開設準備経費，例えば備品購入費とかですね，そういう開設準備経費がございます。

三つ目の特別養護老人ホーム等のユニット化改修等支援事業でございますけども，こちら

につきましては阿南市それから上勝町にございます特別養護老人ホーム，こちらのプライ

バシー改修ということで，例えば多床室を間仕切りして個室のような形にするプライバシ

ーを確保するようなものでございます。

達田委員

施設整備で，ある程度安全度が高まると思います。この施設の整備で４施設ということ

なんですが，対象人数はどれぐらい増えるんですか。

小林長寿いきがい課長

どれぐらい増えるかということでございますけども，こちらにつきましては，地域密着

型ということでございますので，マックスの認可が29床というふうになっております。そ

れが４施設という数字でございます。

達田委員

29床掛ける４ですね。そうしましたら，よく施設に申し込んでいるんだけれどなかなか

入れないというようなお話も時々伺うんですけれども，こうした状況というのは解消され

ていくんでしょうか。

小林長寿いきがい課長

ただいま，委員から今回の事業実施で待機者が解消されていくのかという御質問でござ

いますけれども，この整備事業計画につきましては，市町村がそれぞれ介護事業の計画を

立てておりまして，これが平成30，31，32年の３年間の計画となっておりまして，その計

画の中で順次施設を整備しながら，サービスの見込み量なんかも勘案しながらそれぞれ整

備をしていくということでございます。

達田委員

施設整備とそれからこの施設整備に伴って，人をちゃんと配置をしてということも必要

になるかと思うんですけれども，是非，在宅で困難を来している方が施設に申込みに行っ

た場合に，即入れるよという安心感が高まるように，是非，取組をお願いしたいと思いま

す。

続きまして，子育て支援のことについてお尋ねをいたします。４ページのとくしま在宅

育児応援クーポン事業，新規事業ですね。それから特別保育対策費として阿波っ子はぐく

み保育料助成事業というのが書かれておりますけれども，それぞれ内容について，もう一

回お聞かせいただけたらと思います。
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中川次世代育成・青少年課長

ただいま，達田委員から今回の予算案件について，とくしま在宅育児応援クーポン事業，

それから阿波っ子はぐくみ保育料助成事業の予算内容について御質問を頂きました。とく

しま在宅育児応援クーポン事業につきましては，在宅育児を行う家庭の負担軽減を図ると

いう趣旨でございまして，そういった家庭に対して０歳から２歳児を対象に，年間１万

5,000円ずつを交付するということで，０歳から２歳までの３年間，在宅で育児をされた

場合には，最大で４万5,000円分のクーポンを交付し，そのクーポンによりまして様々な

子育て支援サービスを実質無料で受けていただけるという，そういうことで負担軽減を図

っていくというのが，まず一つでございます。

それから次に阿波っ子はぐくみ保育料助成事業についてでございます。こちらについて

は，これまで県独自の保育料助成事業ということで，第三子以降を無料というのを実施し

ていたところでございます。そうした中，国におきまして，来年の10月から保育料の無償

化を実施することになってございます。国の事業費といたしまして０歳から２歳児の非課

税世帯，それから３歳児以上を全面的に無償化しようとそういう制度でございます。ただ，

県におきましては，人口動態統計の状況を見てみますと，合計特殊出生率の上昇基調に停

滞感が見えたりということもございますので，国を待たずして早急に実施をすることによ

り，できるだけ早く，施策の効果を発現させられるように取り組むことで，今回事業を行

っていくところでございまして，３歳から５歳児を対象に，第二子まで対象を拡大してい

こうとこういう制度でございます。

達田委員

３歳から５歳児に限って，第二子も無料化というのはやっぱり大きな前進だと思います。

本当は全員無料になったら一番いいんですけれども，この対象になる子供さんの人数はど

れくらいを見込んでおられるでしょうか。

それから先ほどおっしゃいました在宅のほうなんですけども，在宅の育児を応援すると

いうこのクーポン事業の対象児童も何人ぐらい見込んでおられるのかお尋ねいたします。

中川次世代育成・青少年課長

それぞれの事業の対象者の人数はという御質問でございます。飽くまで予算の積算上の

ということで御理解いただければと思うんですけれども，まず保育料の助成につきまして

は，大体3,500人ぐらいが対象になるであろうということで積算をしているところでござ

います。ただ，この両事業ともこの予算立てというのは全ての市町村が参加した場合にと

いうことでございまして，この事業資金は市町村が実施する事業に対して県が２分の１を

補助していくという事業スキームでございますので，全市町村がそろった場合のマックス

の額で予算をとらせていただいています。それでクーポン事業につきましては，予算ベー

スということになるんですけれども，6,000人ぐらいが対象になるであろうということで

積算をさせていただいているところでございます。

達田委員

各市町村が実施をした場合ということなんですけれども，新聞報道でもございましたが，
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各市町村は頑張って第二子からだけじゃなくて，もう第一子から無料にしてますよという

ような所もあるということなんですけれども，第一子から無料，第二子から無料とか，第

三子以降無料とか，今いろいろばらつきがあるかなと思うんですけれども，市町村の現状

というのはどうなっているでしょうか。

中川次世代育成・青少年課長

ただいま，市町村の独自の減免制度が現在どうなっているのかという御質問でございま

す。各市町村によって細かくいろいろと条件があったりとか，施策がばらばらなので，十

分に説明ができるかどうかなんですけれども，まず所得制限を設けずに第一子から数えて

第三子を無料化している，要は，第一子が18歳以下の場合という条件を付けた上で，第三

子を無料化して，所得制限は設けていない。これは県は所得制限を設けていますから，そ

れより上乗せをしているということで御理解いただければと思うんですけれども，そうい

う市町村が現在13市町村ということでございます。

第一子の年齢制限，先ほど申し上げました18歳以下という制限，それから所得制限を設

けずに第三子を無料化しているという市町村，こちらが７市町ということになります。

所得制限を設けずに，第一子の年齢制限18歳以下という条件で，第二子の無料化をして

いる所が２町ということになります。

第一子の年齢制限18歳以下という制限を設けず，所得制限も設けずに第二子の無料化を

実施している所が１町ということになります。

それから全ての子どもを無料化している所が１町ございます。

就学前児童で町内に住民登録をしている５歳児，これは５歳児限定ということなんです

けれども，無料にしている所が１町ございます。

それから同時入所，同じ時期に二人が入っている場合の第二子を無料化するというのが

佐那河内村の１村というふうになってございます。

もう一つ，３歳から５歳については所得制限を設けず，第一子が18歳未満という制限を

つけて，第二子の無料化をしているという所，そして０歳から２歳については同時入所の

場合，第二子を無料化という所が２町。

以上のような状況で，細かい条件がいろいろで十分に分かりづらかったと思いますが，

現在はそういった状況になってございます。

達田委員

先日の新聞報道によりますと，県が頑張ってこういう事業の拡大をするんですけれども，

阿南市と松茂町は10月から第二子以降の保育料を完全無料化にするということなんですよ

ね。それともう板野町が第一子から無条件で保育料を無料にしていますよとか，神山町，

美波町，牟岐町が第二子以降に所得制限を設けず無料化していますよとか。今おっしゃっ

たいろんなケースがあるんですけれども，徳島県内の子育てをする条件というのが同じよ

うになっていく必要があるように思うんですけれども，そのためには各市町村に頑張って

いただかないといけないというのが前提になるんですけれど，県としてはできるだけ同じ

ような条件でというようなお考えなんでしょうか。
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中川次世代育成・青少年課長

県におきましては，元々この保育料助成事業の制度については，所得制限を設けた上で，

第一子の年齢制限18歳以下についての第三子というような形で実施しております。ただ，

先ほども御説明を申し上げましたとおり，各市町村において，それぞれ独自性のある減免

制度というのを実施しておりまして，全部を無料化しているような所もありますし，第三

子以降という所もありますし，様々な状況にはなるのかなとは思っております。これにつ

きましては，それぞれ財政的な面もございますので，市町村の施策の方向性と言いますか，

そういったことも勘案して考えていただいているというような状況にあるのではないかと

考えているところでございます。

達田委員

この子育て支援策というのが，子育てをする上で，経済的な困難があるということで，

それを解消しましょうということなんです。そもそも少子化対策と言いますか，子供が今

のままどんどん減りますと，日本の人口も減っていくということなんですけれども，先進

国を見ますと，人口が減っていくと予測されている国というのが，日本とドイツだけとい

うことで，これから増加すると予測されているのが，フランスとかイギリス，イタリア，

スペイン，カナダ等ということで，フランスは一旦出生率が落ちてしまったんですけれど

も，また盛り返してきたという，そういう対策の効果が上がっているんですよね。ですか

ら，日本は今のままいきますと人口が減るのはもう仕方ないとしても，ある一定で抑えな

ければいけないんじゃないかと思うわけで，この少子化対策，子育て支援策というのは本

当に大事な対策になってくると思うんです。ですから，徳島県に住んでいれば，どこにい

ても同じような恩恵が受けられるという状況になるように，是非，頑張っていただきたい

と要望していきたいと思います。

それから，在宅支援のほうなんですけれども，２歳児と言いますと，もう既に産休明け

になっていると思うんですけども，０歳から２歳までは保育単価も高いですし，皆さん預

けたいんですけれども，なかなか預ける場所もないというような状況もあるんじゃないか

と思うんですが，このクーポンでいろんな支払ができますと。ファミサポとか病児・病後

児などの預かりサービスもできますよとか，予防接種とかフッ素の塗布，助産師による産

後ケアなどの保健サービス。これはどの市町村もやっておられるのかなと思うんですけれ

ども，こういうふうなサービスができるという場所が果たしてあるのかなと。先日，非常

に貴重な視察もさせていただいて，子育て支援策を見せていただいたんですけれども，子

育てを家庭で行っている方が安心して，預かってもらいたい時に預けられる場所があるの

かなというふうに思うんですけれども，徳島県の場合はどうなんでしょうか。

中川次世代育成・青少年課長

ただいま，達田委員から，子育てクーポンが利用できる場所がどれくらいあるのかとい

うふうなことでございます。これにつきましては，市町村で様々な事業を実施していただ

いておりまして，例えば，子育て支援の拠点のような事業も行いまして，家庭で孤立しな

いように親子で参加して交流を図ったりという事業もございましたり，先ほどお話のござ

いました病児・病後児預かりサービスに預かっていただくというような，病児・病後児預
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かり事業的なものも市町村においてはそれぞれ行われているところでございます。ただ，

そうは申し上げましても，今回こうした形でクーポンを配布いたしまして，皆様に利用し

やすい環境も整えようという趣旨でこういう制度を導入するわけでございますので，今後

様々にニーズが拡大することが予想されますので，今後そういったことにも適正に対応し

て，そのサービスが十分に適応できるような支援についても県としても考えているところ

でございます。

達田委員

施設入所であっても，また在宅で育児を行う場合であっても，子育てで困難を感じると

大変だと，そして子育て中のお母さんが独りぼっち感に悩むということがないように，是

非，各市町村と連携して，こういう子育て対策をどんどんと推進していただきたいという

ことをお願いして終わります。

元木委員

確認をさせていただきたいと思います。地域医療介護総合確保基金事業，10億6,514万7,

000円ということで，課題の中で2025年を見据えた効率的で質の高い医療介護提供対象の

構築。あるいは，住み慣れた地域で安心して暮らせる地域包括ケアシステムの構築という

課題に対応していかれるということで，予算が組まれておりますけれども，まず，基本的

なことで恐縮ですけれども2025年の本県における医療介護の需給の見通し，そしてまた現

状のまま広域医療介護の供給体制が実施された場合にどの程度の不足が見込まれておるの

かといった点についてお尋ねさせていただきます。

頭師医療政策課長

ただいま，2025年を目指した医療介護の需要の見通しという御質問でございます。これ

につきましては，県では，全国的にですけれど，地域医療構想というものを作っておりま

す。これは，団塊の世代が75歳以上になるというこの2025年の医療提供体制を見直すとい

うことで作っているものでございます。これは，国からまず2025年に必要な病床数という

ものの策定ということで，それを構想の中に示しております。これを四つの機能に分けて

ございます。一つは高度急性期機能，それから次が急性期機能，次が回復期機能，最後が

慢性期機能ということで入院病床を四つの機能に分けてございますが，それに対しまして，

現在が幾らあるかということでございます。まず2025年の機能というところでいきますと，

全て合計いたしますと必要病床数は8,994床ということになってございます。それに対し

まして，平成28年度，これは現状でございますが，これは各病院が病床機能報告制度とい

うことで報告をしておりますが，徳島県の全て合計いたしますと，1万1,894床となってお

りまして，この必要病床数に対し，比較をいたしますと2,759床，現在は病床数が上回っ

ているということでございます。今後の地域医療構想につきましては，この2025年に向か

いまして，いかにこの病床数を必要病床数に集約させていくかといったものを調整会議を

開きまして現在協議を続けているところでございます。

小林長寿いきがい課長
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私からは，介護分ということで御説明をさせていただきます。介護分につきましては，

徳島県の高齢者保健福祉計画それから介護保険事業支援計画というのがございまして，こ

れにつきましては，各市町村に保険事業を計画いただきまして，それに基づきまして，サ

ービスの見込み量でございますとか，施設がどれぐらい必要かというふうなことを算定を

させていただいた計画でございます。この中で，それぞれ介護保険施設でございますとか，

介護人材，こちらについて記載をさせていただいたところで，これについては平成30年度

から平成32年度まで３年間ということでしていただいております。その中で，施設定員数

でございますけども，介護保険３施設と言われております，特別養護老人ホーム，老人保

健施設それから介護療養型医療施設がございますけども，これにつきましては平成32年度

といいますか定員総数が9,241人を予定しております。それに対しまして見込みといたし

まして8,484名ということで，一応数字上は達しているというような状況でございます。

介護人材につきましては，先般からも新聞報道等もございまして，県におきましても2025

年の段階でございますけれども1,400人余りが，その時点では不足するということでござ

いまして，その数に対しまして，どのように対応していくかというようなことを考えてお

ります。

元木委員

医療の病床数に関しましては，2,759床，介護に関しましては1,400人程度が不足してお

るというようなお話でございました。是非，この分野については，これからの県政の重要

な課題の一つと思われますので，計画的かつ効率的にスケジュールを組んで，的確に事業

を推進していただきたいと思う次第でございます。この資料を見ただけでは分からなかっ

たので，介護の関係で，４施設の特養施設整備とあと介護老人保健施設移転に伴う開設準

備，１施設というふうなことで記載されておりますけれども，具体的にはどちらを指定さ

れていますか。

小林長寿いきがい課長

具体的にどちらの施設かということでございますけども，地域密着型サービスの特別養

護老人ホームにつきましては，徳島市の介護保険施設でこれは新設でございます。それと

介護施設等の施設開設準備経費等につきましては，三好市で既にあります介護老人保健施

設，こちらを移転することになりまして，移転に伴います施設の備品について，特殊浴槽

とか介護ベットとかの備品の購入費について補助をさせていただくというような内容でご

ざいます。

元木委員

備品の購入等ということでございましたけども，今，県内におきましても，私の生活し

ておる県西部においては過疎地域も大分増えまして，人口の流動というのも2025年に向け

てかなりの程度起こってくるんじゃないかなということで，それに向けた施設整備，医療

水準の均てん化等変わっていくべきじゃないかと考えておりますけれども，こういった将

来的な人口動態に応じた施設整備の計画等につきまして，この地域医療構想調整会議等で

委員の方からどういった意見が出ておるのか，そして県としてどういったその将来の人口
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を見据えた病床の整備。そして介護施設の整備等を検討されておられるのかといった点に

ついて，もし何か方針があれば教えていただけたらと思います。

頭師医療政策課長

まずは医療の動向からでございます。地域医療構想調整会議でどのような施設整備等に

ついて意見が出ておるのかということでございます。それと地域医療構想につきましては

若干補足説明をさせていただきます。先ほど申し上げました2025年に目標とすべき病床数

でございますが，これは人口の動態とどれくらいその年齢別に病院に受療されるかと，そ

れを統計的に出した数値でございますが，やはり人口減というところがございますので，

目指す姿は現在の病床数から比べるとやはり少ない病床数ということになっております。

ただそれが機能別に申しますと，今は急性期の病床が，先ほど申しました病床機能報告と

の差で申しますと1,000床余り上回っておりますが，一方で急性期の状態を脱しました回

復期の病床につきましては，1,300床ほど不足しているというような状況となっておりま

す。したがいまして，議論の一つは，この回復期の病床をいかに整備していくかといった

ところでございますが，これにつきましては地域医療構想調整会議，公的病院，公立病院

からどのような目標をもって取り組んでいくかというのを聞いておるところでございま

す。それから，こういった回復期の病床を整備するというような意向を持つ医療機関につ

きましては，この調整会議でその計画を説明していただくことになっております。昨年度

も回復期の病床を作るという医療機関が，この調整会議で計画を説明しておりまして，医

療分の地域医療介護総合確保基金を利用するといったことで，その了承を得ております。

そうした協議が今なされているというところでございます。

小林長寿いきがい課長

私から介護分ということで御説明させていただきます。先ほど，部長からも御説明があ

りましたように，今回の平成30年度の県の計画を策定するに当たりまして，徳島県の審議

会，地域介護総合確保推進協議会がございまして，28名の委員さんで，医療関係の方，介

護サービス事業所の方が集まっていただきまして，その中で出てきた点といたしましては，

いわゆる介護人材の部分，こちらの話が出てきました。これにつきましては国立社会保障

人口問題研究所が日本の地域別の将来人口推計というのを出しておりまして，本県におき

ましては65歳以上の方についてはピークが2020年になるという話がございまして，その中

でやはり75歳以上の方についてもう少し増えるんですけども，やはり介護する人が足りな

いということで，介護人材をどうやって確保していくかというようなところで委員の方か

ら意見があったということでございます。それにつきましては，県ではこちらのほうをき

っちり活用させていただきまして，それぞれの介護人材を採用促進する事業ですとか資質

の向上，介護職員さんの資質の向上に努めるということで，対応させていただくというこ

とでございます。

元木委員

是非，2025年，その先の2040年問題ということも言われております。私の地域でも高齢

者の数も少し減少傾向の部分がございまして，将来，医療や介護需要が増える一方で，そ
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の後のレガシーをいかに維持していくか，どうしていくのかということも念頭に見据えて，

是非，人口動態を参考にしながら，そして調整会議の地元の意見等，医療需要，介護需要

がどの程度あるのかということもしっかり把握した上で，的確な対応を行っていただきた

い。そして，医療については医師や看護師，介護に関しましては介護人材の将来の見通し

を立てた上で，しっかりと必要な人材を確保していただきたいということをお願い申し上

げる次第でございます。

それと，今回若手医師のキャリア形成支援事業ということで680万円ということでござ

いますけれども，具体的にローテ―ションプログラムの実施ですとか，医師の勤務負担軽

減等の対応をなされるということで伺っておりますけれども，どういったことにこの予算

が使われるのでしょうか。

頭師医療政策課長

元木委員から若手医師等のキャリア形成支援事業の御質問を頂いております。この事業

の対象となりますのは，徳島大学病院で医師として勤務しながら，将来学位の取得を目指

す社会人大学院生，こうした医師を３名，これを県が大学に運営を委託しております徳島

県地域医療支援センターに対しまして，ローテーションを組みながら，地域医療への従事

とその配属された医師のキャリア形成の両立を図るというモデル的な取組に対して今回支

援をするものでございます。具体的な対象となる経費でございますが，地域医療機関に勤

務する医師，これは１名としてございますが，その医師が週１日は大学病院に帰って研究

業務をするとそういう際に，その地域医療機関では医師が１名抜けてしまいますので，そ

れを補てんする医師を派遣いたします。その派遣する代診医の費用に対する支援がござい

ます。それともう一点につきましては，先ほど申し上げました県の地域医療支援センター

に３名の医師を配属させますが，そうしたセンターに配属された医師が研究業務に携わる

に当たりまして，学会や研修に参加する旅費であるとか研究費用について支援を行うもの

でございます。

元木委員

私自身も地元のお医者さん等と話す機会も時々あるんですけれども，よくお伺いしてそ

うなのかなと思うことがありまして，それはやはり過疎地での医療の充実ということで御

答弁の中でも医師の偏在の是正というような中で，自治医科大学の出身のお医者さん等は

山間部等の，例えば本当に患者数の少ないようなエリアに一定期間研修等も含めて派遣さ

れているんですけれども，医師の技能を向上させるという面で見ますと，少しでも多くの

診療実績，経験を積むことが一番の近道であると。そういう観点で言いますと，患者数が

多い大規模な病院で勤めるのが最もその若手医師のキャリア形成につながるんじゃないか

とこういった意見もあるわけでございますけれども，こういった点についての県の認識と

いうのは，どういったことを考えておられるのか。そして，若いこれからの医療を託すお

医者さんに，少しでも多くの経験を積んでいただくためにどういった工夫を施していかれ

るのかといった点についてもお伺いをさせていただきたいと思います。

頭師医療政策課長
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元木委員から医師の技能向上，経験を積むことに対しての県の考えをということでござ

います。先ほども御説明させていただきましたが，地域医療機関に従事している医師が週

１日は大学病院等で研究とか自分のキャリアアップについての業務に従事すると。その支

援をこの事業で行うといったところでございまして，そうした症例数の多い病院でありま

すとか，特殊な医療を行っている病院，そういった所で研修を行うといったことは，非常

に医師の育成については重要であるというふうな認識をしてございます。へき地に派遣し

ておる自治医科大学の医師につきましても，ずっとそのへき地の診療所にいるというわけ

ではなくて，１週間のうちの１日は研修日というのを設けてございます。そこは，それぞ

れが希望する，例えば，手技の向上であるとか技術の向上を目指しまして，大学病院等で

研修の日を設けておりまして，そちらへ行けるようになっておりまして，またそれを補て

んする医師も県で派遣をするようなこともしております。いずれにいたしましても若手医

師が技術を身に付けながら，また，地域医療に継続的に従事していただけるのが一番大切

なことと考えておりますので，今後ともそうした技能向上とか研修に積極的に参加できる

ような制度というものをこらからも検討してまいりたいと考えています。

元木委員

是非，若手医師の積極的な育成について，今後ともなお一層の御配慮を頂きたいと思い

ます。加えまして，地元でもよくお伺いするのは，若い良い先生が地方にきていただいて

も，何年かしたら帰ってしまうということで，もっと長く居てくれたら，この病気をきち

んと最後まで診てもらえるのになといったような患者さんの声もあるわけでございます。

こういった医師側のニーズ，患者側のニーズがうまく合わない部分を，是非，行政が入っ

て調整していただいたら，双方にとってもプラスになっていくんじゃないかなと思ってお

りますので，この点についても御配慮をよろしくお願い申し上げる次第でございます。

最後に，この新たな子育て支援施策の展開について，説明の中で，とくしま在宅育児応

援クーポン事業の目的が，心理的負担の軽減ということでございましたけれども，これは

経済的な負担のほうが私は強いんじゃないかなと思いますが，この心理的な負担というの

はどういったことを指しておられるのか。改めてお伺いをいたします。

中川次世代育成・青少年課長

とくしま在宅育児応援クーポン事業が心理的負担よりも経済的負担軽減に，というよう

なことでの御質問です。確かにそのクーポンを配ることで，経済的負担が当然軽減すると

いう効果もございますが，そもそもこのクーポン事業の発想というのが，いろいろな事業

をするに当たりまして，子育ての当事者等も含めました検討会議というのを設けまして，

その中で様々に意見をお伺いしたところ，ずっと在宅で育児をしていると，いろいろとス

トレスがたまったりとか，自由な行動ができなかったりというようなことで，様々にトラ

ブルを抱えておられるというような状況がございます。そういう時に，クーポン事業で実

質無料でと先ほどの説明で申し上げましたけれども，クーポン券を利用することによりま

して，子育てサービスの利用がしやすくなる環境づくりをしようということで，それによ

りましてストレスとか心理的負担を解消していこうというようなことで，心理的負担の軽

減ということで御説明をさせていただいたところでございます。実際にはクーポンを配布
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する事業でございますので，もちろん経済的負担の軽減にもつながることなんですけれど

も，メインの目的として，この事業のそもそもの発想がそういったところから出ていると

いうことで，御説明させていただいたところでございます。

元木委員

このクーポンの支払の要件として，予防接種等の医療サービスやファミサポなどの預か

りサービスもありますし，産後ケアなどの保健サービス等々と記載をされておられますけ

れども，この内容に限ったことになりますか。例えば，傷害保険ですとか，おむつ代とか

そういった物の育児用品の購入とか，いろんな幅広いメニューが設けられるんじゃないか

なと思いますけれども，その辺についてどういった考え方でおられるのか御説明をお願い

いたします。

中川次世代育成・青少年課長

この予算の資料が，こちらの不手際もあるんですけども，これは例示というようなこと

で出させていただいております。ですので，ここに書いてあることが確実にそのクーポン

の対象になるということでもございませんし，逆に今後，市町村等と協議をしていく中で，

こんなサービスもクーポンの支払対象にというような御要望も頂きながら，今後，事業の

内容について，具体的にどういうサービスを対象にしていくのかというあたりは，今後の

調整ということになってこようかと思いますので，ただいま，元木委員から頂いたような

サービス内容についても，市町村と協議する中で検討してまいりたいと考えております。

ただ，この事業の実施主体というのが先般の説明でも申し上げましたとおり，市町村の

実施する事業を支援していくというような事業スキームになっておりますので，そのあた

り，最終的には市町村と協議して決定していくというようなことになろうかと思っており

ます。

元木委員

市町村との協議の下で，幅広い分野でこのクーポンが使えますよう，是非，育児のスト

レスを少しでも若いお母さん方が解消できるようなことに，このクーポンが使えるように

積極的に取り組んでいただきたい。１万5,000円ずつということでございますけれども，

将来的にはもっとそれを拡大する方向でもいいんじゃないかなと私は感じておるところで

ございます。先般も，ＮＰＯ法人わははネットの取組について，委員会の視察をさせてい

ただいた時に，子育てタクシーですとか美容院等と連携して，育児を一緒になって支えて

いこうというような取組も調査をさせていただいて大変勉強になったところでございま

す。是非，こういった民間の活力も利用しながら地域経済の活性化を見据えて，こういっ

た取組，ＮＰＯの支援も含めて積極的に取り組んでいただきたいということを要望させて

いただきまして，終わらせていただきます。

来代委員

この予算をよく見ていたら補正額，商工労働観光部０円，県土整備部０円，教育委員会

０円。これを見ただけでは，一体仕事をしているのかなと思います。例えば，県土整備部
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にしても，あれだけ台風がきて，今日も池田は大雨警報なんですよ。子供たちは，あのど

しゃ降りの中を雨に濡れながら箸蔵小学校に通っている。箸蔵小学校の横には橋が，元は

県道白地州津線があったのが，横に道ができて市道になって，今は橋が崩れている。橋が

崩れているから子供たちは２キロメートル以上余計に遠回りしている。今，これだけ台風

あるいは災害があった後だったら，少々補正額をみて，子どもの通学路の安全点検をいた

しますというようなことが，今日この委員会で発表があってもしかり。

また，教育委員会にしても，この前の文教厚生委員会では教育長があれだけテレビの主

人公を務められて，じゃあ障がい者をどうするかと言えば，これから雇うためには，やり

直すためには，少々の調査費を付けてきちんとやりますといった報告があってもしかり。

商工労働観光部にしても，ウェイクボード世界選手権大会に知事がきて，あれだけ宣伝

して誘った。しかし，今見てくださいよ，大水の中で漬かってしまっている。じゃあ池田

湖を使うと言ったってどうやってするのか。そういう報告も一切ない。そして補正予算は

０円。これで前向きにやりますと言っても、やっぱりこの予算書を見て，地元の議員とし

ては非常に寂しい思いがしています。

教育長さんにしても県土整備部長さんにしても，三好市あるいは県西部に今も大雨警報

が出ていますけども，どういうふうに考えておられるのか心配になってくるんですが，補

正に入っていないということは，もう何もやらないということですか。一人ずつ答えてい

ただければと思いますが。

瀬尾政策監補兼県土整備部長

今，来代委員から御指摘があったように，大雨警報が今も出ているというのは承知して

おりますし，この長雨ですが，台風21号の前の７月豪雨から始まって，特に三好市の方に

は大変御迷惑をお掛けしています。我々，その分野では，精一杯，災害復旧に努めている

ところでございます。この委員会に関する所管の予算ということでは予算計上はしていな

いんですけれども，県土整備委員会のほうでは，補正予算でそれぞれ災害復旧あるいはそ

れに類するものに対して予算をお願いしておりまして，それをお認めいただいて，一日も

早く早期復旧・復興が可能になるように頑張ってまいりますので，御理解よろしくお願い

いたします。

美馬教育長

今回の補正予算に関しましても，例えばブロック塀の補修でありますとか，そういった

形での予算要求というのは入っております。同じよう形で，今回の次世代育成・少子高齢

化対策特別委員会のほうに計上していないものもございます。こちらのほう，安全につい

てはしっかりと対処してまいりたいと思います。

また，障がい者雇用につきましては，今後どのような対処があるのか，これからも専門

家等にもお聞きいたしまして，しっかりと対策案を練ってからしかるべき補正予算をとっ

てまいりたいというふうに考えております。

黒下商工労働観光部長

先に開催されました第30回のＷＷＡウェイクボード世界選手権大会，県議会の皆様のお

平成30年９月10日(月) 次世代人材育成・少子高齢化対策特別委員会(事前)



- 15 -

世話になりまして，８月30日から９月２日の４日間，三好市池田町の池田湖の特設会場に

おいて，世界34か国の地域，それぞれ国内51名，海外96名，合わせて140名超の選手の方

に御来場いただきまして，適切に開催することができました。我々といたしましては，こ

の成果を，県西部におけますウォータースポーツのまちづくりにつなげていきたいという

ふうに考えております。今回の委員会の補正案件につきましては，該当事項はございませ

んが，今後，当委員会所管事項で必要な部分については，適正に計上させていただきまし

て，御説明を申し上げたいと思います。

来代委員

事前委員会なのでこれでいいんですけれどね。例えば，教育委員会にしても，障がい者

の問題にしても，みんな一生懸命働いているから，過疎人権，人権なんですよ。

また今，箸蔵小学校だってあれだけ遠回りをして，何年も何年も放っておいて，あれだ

って県土整備部と相談して，元々県道なのだから，もっと早く橋を直してあげて，早く子

供たちが安心して，２キロメートルも遠回りさせることないじゃないですか。小学校１年

生の子が，元々箸蔵小学校は２キロメートル以上歩いて通っているんです。それからまだ

更に２キロメートル近くも歩かないといけないとなると，大変なことなんですよ。だから，

そういう一生懸命頑張っている子供たち，この地方のことにもっと目を向けてやっていた

だかないと。井ノ内にしたって山城にしたって，福祉施設に通うのにデイサービスが通え

ないじゃないですか。そういうお年寄りの道を早く直すのが県土整備部の役目で，それを

見に行くのも保健福祉部の役目じゃないですか。これが全然，この委員会で話が一切出て

こないということは，ただ議会というのはその日が過ぎたらいいと考えているとしか思え

ない。もうちょっと真剣にやってほしい。答えはいりませんけど，そういうことを申し上

げてやめておきます。付託委員会ではやりますよ。

川端委員

それでは資料１について少し質問をします。まず，第１の地域医療介護総合確保基金，

介護分の状況について，内示額の内訳についてなんですけども，①の介護施設の整備に関

する事業というふうなことで４施設が対象になっている。この４施設の中のどういったも

のかというと29床を４施設増床する。こんなふうに説明を聞いたんですけども，それでよ

ろしいですか。

小林長寿いきがい課長

内示額の１億1,220万円につきましては４施設ではございますけども，こちらのほうに

つきましては，先ほど説明しました徳島市の分ではなくて，三好市，阿南市，上勝町とい

うことで計上させていただいた分でございます。

川端委員

それでいいと思いますけれども，私がお聞きしたいのは，29床の増床を４施設で行うと

いうふうに理解したんですけども，それでよろしいですか。
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小林長寿いきがい課長

今，委員からお話ございましたとおり，１施設に29床。それが４施設ということで116

床の増床ということを予定しております。

川端委員

既存の施設に手を挙げられた所に４施設ですけれども，それぞれこれまである施設の上

に29床付け足すというようなイメージなんですか。

小林長寿いきがい課長

足すというよりも，新たに新設をするという数でございます。

川端委員

新設ということは，既存の施設の横に新築をするという意味ですか。

小林長寿いきがい課長

今，御質問を頂きました件につきましては，徳島市で計画の募集をしておりまして，こ

の９月末ぐらいに一応選定委員会があって，それでどこの施設がするかというのが決まる

ということでございまして，実際にその横に建つかどうかというのはすみません。私も把

握はできておりません。

川端委員

分かりました。とにかくこの４施設が対象になっているということと，それから１施設

当たり，増床という形で29床作ることができる。そういう意味で，29床を増床した施設が

これから４施設できるということでよろしいですね。

その下の介護従事者の確保に対する事業ということなんですけども，この介護従事者の

確保は，どのような仕組みで確保するおつもりですか。

小林長寿いきがい課長

どのような方法で確保をしていくかということでございますけども，この基金事業につ

きましては，国から運営要領がきておりまして，それぞれこういう事業に使えるというふ

うなメニューがございます。そのメニューの中におきまして，例えばイのところ，参入促

進に関する事業でございますとか，資質の向上というような事業がございまして，その中

にいろいろ事業があるということで整理をさせていただきまして，人材確保という事業と

共にやっていこうと考えております。

川端委員

分かりました。一番下の所にア，イ，ウ，エにありますね。このイとウがそれに相当す

るんですね。

小林長寿いきがい課長
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一応，アからエということで補正をさせていただいておりますけれども，基本的には従

事者確保をするということで，イ，ウだけでなくて，アからエの四つの事業，こちらのほ

うの事業ということで対応してございます。

川端委員

はい，分かりました。終わります。

原井委員長

よろしいですか。その他に質疑はございませんでしょうか。

（「なし」という者あり）

以上で質疑を終わります。

これをもって，次世代人材育成・少子高齢化対策特別委員会を閉会いたします。（11時44

分）


